
院長 田辺 知宏

年度初めのご挨拶年度初めのご挨拶

いつも当院をご利用いただき、ありがとうございます。

新型コロナ感染症は、未だに落ち着かず、我々の生活が一変しています。しかし、
新型コロナ感染症のあとを見据えて、当院は、患者さんにいろいろな医療を提供す
べく、また、皆さまの医療機関と連携を密にするべく、新たなプロジェクトを２０２２年
は多数すすめて、実践してきました。具体的には、

1.外来及び入院透析センター拡大と、透析患者さんの骨折の治療
2.内視鏡センターの設備と人員の充実
3.健診センターの実働と、２０２４年には健診センターの建設計画策定
4.訪問診療、訪問リハビリテーション、訪問看護ステーションの充実と、訪問部門としての医療、介護の
サービス展開

5.摂食嚥下センターの継続、拡大（入院による検査、治療）
6.骨粗鬆症専門外来の充実、多職種による、骨粗鬆症リエゾンサービスの展開。そして啓蒙活動の実
践（イイナパーク、イオンでの講演など）

7.睡眠時無呼吸症候群専門外来の継続
8.麻酔医の増員、手術室の拡充による手術環境の整備

を２０２２年は行っています。２０２３年はさらにそれぞれのプロジェ
クトを充実させ、皆さまの医療機関、患者さん、当院とも、わたし
が好きな言葉「三方良し」で事業をすすめていけるようにしたいと
思っています。今年もよろしくお願いいたします。

令和5年4月1日現在【診療時間】　午前（9：00～13:00）　午後（14：00～17:30）
診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土
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※休診あり
  右記参照
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医療法人社団協友会

東川口病院 広報誌

現在の病院DeArt

東川口病院理念

愛し愛される病院となること
1.適切な医療を実践、提供し、患者様の健康のサポーターになります。
2.近隣医療機関と連携を密にとります。
3.働き甲斐のある職場を皆でつくります。
4.人材の育成の機会をつくり、活気のある病院になります。
5.健全経営を維持し、継続して良質な医療を提供できるようにします。

理
念
の
実
行
方
法

今回の病院DeArtは院長
先生の作品展です。
愛犬ボンド君が世界中を
旅していることをテーマ
に描かれた作品の数々を
お楽しみください。
現在はコロナ禍でなかなか旅行にもいけません
が、せめて楽しい気持ちになって頂ければと思
います。

医療法人社団協友会 東川口病院
※東川口病院へのアクセス方法※
 ・ ＪＲ武蔵野線東川口駅下車 徒歩５分
 ・ 埼玉高速鉄道（南北線直通）東川口駅下車 徒歩５分

内科・消化器内科・呼吸器内科・循環器科・神経内科・整形外科
外科・消化器外科・呼吸器外科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・小児科
皮膚科・泌尿器科・人工透析内科・麻酔科・リハビリテーション科

〒３３３－０８０１
埼玉県川口市東川口２－１０－８
TEL：０４８－２９５－１０００
FAX：０４８－２９５－５５０１
http:www.e-kawaguchi-hp.jp

携帯サイト・ＱＲコードから簡単アクセス！
当院Facebookもあります！ 是非ご利用ください。



医学生実習医学生実習

骨粗鬆症健康講座骨粗鬆症健康講座

新入職医師紹介新入職医師紹介

ACP（人生会議）の勉強会ACP（人生会議）の勉強会

当院では定期的に医学生の実習を行っております。
この実習は地域医療実習という実習で医師の元、臨床実習を行う以外にも
放射線科、臨床工学科、薬剤科、検査科、栄養科、リハビリテーション科な
どのコメディカルの実習、医事課、診療情報管理課、健康管理課、医療相
談課、退院支援科、地域連携課などの事務部門の実習を行っております。
現在医学部５年生の学生の方が年１０数名実習にみえております。
大学では医学知識と技量の修得が中心になり、コメディカルや事務職員と

先日、川口市保健センター主催の健康講座
に当院も参加させていただきました。
10月はイイナパーク川口にて開催された「カラ
ダにイイナ！～骨粗しょう症とカラダのメンテナ
ンス講座～」のなかで院長より骨粗鬆症につ
いての講義、理学療法士より実践を交えなが
らの講義をさせていただきました。自宅でも実
践しやすい内容で、参加された方からは、「骨
粗しょう症について理解ができた。」、「自身の
生活習慣を見直すきっかけになった。」との声
をいただきました。

11月は川口前川イオンにて開催された「輝く
女性の健康講座」のなかで、院長、理学療法
士より骨粗しょう症について講義をおこないまし
た。親子連れ、ご夫婦など年齢層が若い方の
参加もあり、骨折リスク評価やカルシウムチェッ
クシートなどを実際おこなっていただきもっと詳
しく聞きたかったなどの声をいただきました。
今後も行政を中心にさまざまな方が協力しな
がら地域の方々へ啓蒙活動をおこなっていけ
ればと考えています。

今回、戸塚地域連携会の皆様が開催する連携の会に参加させていただき、ACP（人生会議）について学びました。

ACPとは将来の変化に備え、将来の医療及びケアについて患者さんを主体にご家族や近しい人で話し合い患者さん

の意思決定を支援するプロセス。初めはとても重い内容で難しい問題と思っていました。私自身にも高齢の両親がおり

ますが何か話を切り出しにくい内容とも思っていました。

しかし今回研修し、「これで決まり」という結果を決める事が重要ではなく、本人と家族が対話していく事が重要な事、ま

た意思決定はその時の状況や心境によって何度でも変えられる事が解りこれならもう少し気軽に話せるかなと感じまし

た。自分も帰郷した際、「両親と話してみようかな？」と思いました。

１人で考えず家族や近しい人と話をして気持ちを伝える事、ノートに記載しておく事で何かあった際、スムーズにそして本

人の意向に添える対応が出来るのではないかと思いました。

佐藤 幸乃氏名

皮膚科の一般診療を行っています。地域
医療に貢献できるよう努めて参ります。

医師より一言 皮膚科一般
専門分野

杏林大学　（平成29年卒）
出身大学

日本皮膚科学会

所属学会

（さとう ゆきの）

常勤医/皮膚科

接する事が少ないので別の視点からみる医療を経験出来よかったとの感想をいただいております。
これからも多くの職員が医学生と実習を行い、さまざまな角度から医療を考えるきっかけになればいいと思います。医学生、
職員がお互い成長出来る場にしていきたいです。

今回は地域の包括支援センター

の方々、居宅介護支援事業所の

方々だけでなく高齢者施設の職員

の方、地域の薬剤師の方多くの方

が参加し日頃抱える悩みや意見を

交換し合い共有していました。今

後、医療・介護の現場だけでなく一

般企業や学校等、社会全体で

ACPを学ぶ機会が増え一人でも

多くの方が人生会議を知るきっか

け・会議をしてみるきっかけになれ

ばいいと思います。
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5.健全経営を維持し、継続して良質な医療を提供できるようにします。

理
念
の
実
行
方
法

今回の病院DeArtは院長
先生の作品展です。
愛犬ボンド君が世界中を
旅していることをテーマ
に描かれた作品の数々を
お楽しみください。
現在はコロナ禍でなかなか旅行にもいけません
が、せめて楽しい気持ちになって頂ければと思
います。

医療法人社団協友会 東川口病院
※東川口病院へのアクセス方法※
 ・ ＪＲ武蔵野線東川口駅下車 徒歩５分
 ・ 埼玉高速鉄道（南北線直通）東川口駅下車 徒歩５分

内科・消化器内科・呼吸器内科・循環器科・神経内科・整形外科
外科・消化器外科・呼吸器外科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・小児科
皮膚科・泌尿器科・人工透析内科・麻酔科・リハビリテーション科

〒３３３－０８０１
埼玉県川口市東川口２－１０－８
TEL：０４８－２９５－１０００
FAX：０４８－２９５－５５０１
http:www.e-kawaguchi-hp.jp

携帯サイト・ＱＲコードから簡単アクセス！
当院Facebookもあります！ 是非ご利用ください。


